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1. はじめに 

 その７では、これまでの各種実験、検討を踏まえて構

造の専門家、鉄骨の専門家でなくても設計・施工が出来

るよう作成した簡易マニュアルについて報告する。設計

面では、建物所有者でも簡易に制震補強量が分かる設計

法を確立し、ダンパ周辺部材を設計して設計マニュアル

にまとめた。また、施工面では、素人でも出来る簡易な

施工方法として、接着剤による施工方法を中心に、ホー

ムセンターにある DIY 用工具等を用いた施工マニュアル

を作成した。 

2. 簡易設計法 

 その１1)での調査より、対象建物を新耐震設計法以降の

低層鉄骨ラーメン構造の整形の住宅、店舗系建物に限定

すると、そのほとんどが構造設計ルート２,３で層間変形

角が設計クライテリアとなっているためか、同じ階数の

建物では同じ断面の柱梁断面が採用されている例が多い。 

ここでは、各階数の断面組合せを表１のように限定し、

標準スパンを 6ｍ、1 次設計時の 1 階の層間変形角を

1/200,250,300 と設定とすることで、構面の性能を特定す

る。図 1 のように増分法解析を行い、１質点に縮約して、

限界耐力計算法より想定震度時の応答変形角を求める。

仕口部より横１ｍ下１ｍで方杖状に配置した標準ダンパ

（図 2）を、図 3 のように減衰項で考慮して補強後の応答

変形角を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文献 2)3)より設定した表 2 の損傷の目標クライテリアよ

り、目標とする応答変形角を設定すれば、標準ダンパの

必要量が分かるようにした。尚、用いた地震動は建築基

準法施行令に示される告示第 2 種地盤波スペクトルを震

度 6 強（6.25）とし、震度 6 弱（5.75）震度 7（既往デー

タより 6.6）など、想定震度にあわせて調製したものを用

いている。 

 

 

 

 

 

 

3. 部材の設計 

 ダンパは粘性系と摩擦系の 2 種類である。いずれも設計容

量で降伏する機構を設けて、周辺部材に想定外の負担をかけ

ないようにしている。現場での設置誤差に対応するため、ダ

ンパ延長冶具には長さ調整が出来るようにしている。 

取付け金物は接着剤接合で必要面積を確保しつつ、25°～

65°のどの角度で取り付いても対応出来るようにしてある。

また、施工面を考慮し、面落としやセーフティ機構用穴を設

けている（図 4）。 

尚、接着剤の設計では、メー

カーへのヒアリングより、長期

荷重をかけないこと、曲げモー

メントがかからないこと、およ

び使用環境等を考慮して独自に

安全率を設定した。 

4.  設計マニュアル 

 図 5 に設計マニュアルのフローを示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

低層鉄骨造の損傷抑制用 DIY 制震補強に関する技術開発 

-その 7- 設計・施工マニュアルの作成 
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表 2 最大層間変形角による損傷の目標クライテリア 

図 5 設計マニュアルのフロー 

適用範囲の確認 

5 階建て以下、鉄骨ラーメン構造、構造計算

書図面有、 S56 年以降竣工、増改築な

し、・・・ 

柱・梁断面、梁の 

ジョイント位置の確認 

断面リスト、軸組図、構造詳細図参照、断面

組み合わせ番号の取得、外装材の確認 

耐震性能の目標設定 “震度○でもほとんど修復の必要のないよう

にする”、公開される予測震度 MAP 

基準ダンパ必要量設定 断面別ダンパ必要量早見表 

配置可能位置の現場確認 模擬ダンパ（棒など）による配置イメージ 

 

ダンパ配置の設定 配置位置による必要量補正（耐力係数表）、ダ

ンパ容量・配置数の設定、配置バランスの確

認 

 

施工マニュアルへ 
柱 [300*19] ：□－

300×300×19 梁 

[H-600] ： H － 600 ×

200×11×17 
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図 1 建物モデル 図 2 標準ダンパ 図 3 必要ダンパ 

量の算定 

表 1 対象建物 想定断面組合せ 
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5-1 柱 300*19 300*19 250*16 250*16 250*12 

梁 H-600 H-600 H-500 H-500 H-300 

5-2 柱 300*16 300*16 250*12 250*12 250*9 

梁 H-500 H-500 H-400 H-400 H-300 
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【表示例】 柱 [300*19]：□-300×300×19 

 梁 [H-600]：H-600×200×11×17 
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図 4 取付け金物図 

セーフティ機構用穴 
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ダンパを取付ける躯体は内装材に覆われていることが多い

ので、設計図面により予め取付け可能な位置を想定し、現場

で障害物がないかどうか確認することが重要である。これに

より 1 階のみの配置とするか、下層階分散配置とするかを決

める。 

断面組合せ、ピロティの有無、スパン数、1 次設計時変形

角、想定震度、目標応答変形角クライテリア、および配置条

件をパラメータとして、標準ダンパの 1 スパンあたりの必要

量を表より引き、これに配置位置による耐力係数、階高補正

を行って必要ダンパ

容量と基数を求める。

図 6 に設計例を示す。

尚、断面組合せによ

り取付け可能なダン

パ容量が設定されて

いる。 

5.  施工マニュアル 

 施工マニュアルは写真 1 のように写真・挿絵を多く使

い分かりやすくしている。図 7 にフローを、図 8 に各セ

クションの概要図を示す。 

施工が容易に出来るように、施工実験で有効であった

位置決めテンプレート、ダミーダンパの説明も盛り込ん

である。また、仕上げがきれいになるよう、随所に養生

テープを用いている。 

また、施工で用いる冶具、設置したままとなるクラン

プ、セーフティ機構などはホームセンター等で入手しや

すく、極力安価なものを提示している。 

本マニュアルは、素人が接着剤を用いて施工すること

を中心にしているが、電動工具の扱いに慣れている内装

工事を得意としたリフォーム業者のために、ワンサイド

ボルトを用いた場合の施工方法も提示している。 

6. まとめ 

 本編では、これまでの成果を DIY 制震補強設計・施工

マニュアルの形でまとめた概要を報告した。このマニュ

アルにより、補強材の量＝コストと施工イメージが容易

につくので、建物所有者に制震補強への動機付けを促す

効果も期待している。今後は実際の建物所有者、リフォ

ーム業者、設計者にご意見を頂き、検討・実験を重ねる

ことにより、実用的なマニュアルを完成したいと考えて

いる。 
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写真 1 施工マニュアルの写真、挿絵の例 

仕口 

ダンパ 

連結部（伸縮機能付き） 
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図 7 施工マニュアルのフロー 

取付け金物の接合部が万一剥がれた

場合のためのセーフティ機構を設置

（仮押さえ 30 分経過後） 

取付け金物を柱及び梁に接合（接着

剤+仮押さえ）。接着剤の硬化が十分

進むまで養生（1 時間以上） 

ダンパと延長パイプを連結、クレ

ビスピンで取付け金物と接合 

部品、材料や工具の準備 

セーフティ機構の設置 

取付け金物の接合及び養生 
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接合面の表面処理 

END 

ダンパの発注や接着剤等の材

料、メジャー等の工具、塗装

剥離剤等の消耗品を準備 

鉄骨の状態を確認し、墨

付け。ダンパが納まる

か、作業スペースが十分

か確認 

柱、梁接合面の塗装、黒皮剥し、表

面の研磨。（接合面が錆びないよう、

接着する直前に実施） 

鉄骨の確認、 

墨付けとスペースの確保 

内装の修復、仕上げ 内装の修復や仕上げが必要な場合

は、ご自身で又は業者に依頼 
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設計マニュアル 

ダンパ配置計画へ 

組合せ No：3-2 

1 次変形角：1/254 

目標震度：6 強 

目標クライテリア：1/40 
 

10t（100kN）用 4 基 

図 6 設計例 
地震の方向 
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延長パイプ付ダンパ 

を取付ける 
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図 8 施工法の概略 
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